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が ， ， ， ， ， ， ， お
よび として作られる 段階サイズの円柱を考えた．
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曲率半径 （弦の長さ ） （ ）















































実験圃場栽植のオウトウ 佐藤錦 の 年生樹（第










の魚眼レンズ（第 図 ）および焦点距離 ，
， および の 種の広角レンズを用
い，それぞれの画角で基準点セットを含む 樹全体をフ
ィルム内に写すことのできる最短距離（ ）から左右写
真を撮影した（合計 組）．ただし，第 図 に示した
樹の レンズの写真については現像が失敗した
ので合計 組の左右写真を入手した．バンドル調整の可
能性を試すために，基準点座標の原点（ ， ， ）から
果樹の立体写真測量 ─山本・豊島・奥山
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ど向上する（第 式および第 式）．第 表の精度は
の場合であるが， ではこれらの 倍，
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次元座標（ ， ， および ， ， ）を用いて
計算すると（第 式）， 座標値を含むため相当大きい
果樹の立体写真測量 ─山本・豊島・奥山
（ ） （ ） （ ）
（ ） （ ）
（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）
誤差を伴う．この場合の対処法は、カメラから遠い所で




（（ ） （ ） （ ）） （ ）
みかけの直径








































よび 植えで樹高が では レンズで













































































風景写真を第 図に示した．第 図 および は日の字
型で， は室内用アルミアングル製， は樹体用木製で













は 線上に分布したことから（第 図 および ），
単モデル法の場合でも， 座標と 座標の計測は非常に
正確であると言える．しかし， 座標には大きな誤差が
見られた（第 図 ）．この原因の一つとして， に
記した立体写真測量法に不可避の奥行誤差，すなわち，
平面誤差の基線比倍（この場合， 倍）になるからであ





















は 線上に分布した（第 図 ， および ）．方
位角度の平均誤差は大きくなったものの， 性が推
察された（第 図 ）．方位角度の実測は 方位板を用
いたため， 度刻みの測定値になり，実測値に大きな
ばらつきを伴ったものと思われる．傾斜角度と分岐角度
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にも計算値と実測値の間にほぼ 性が推察されたが






















































計算値のデータ）から， ， および 座標値の計算値
を説明変数とする実測値の一次回帰式と平均誤差を算出












































上面図を，それぞれ，第 図 および に示した．これ
よりも大きい樹（第 図 および ）を対象にした場合，
単モデル法のみでは，正面図は良好であったものの（第
図 および ），徒手撮影，奥行き誤差および 座標
値の 性の悪さなどが原因してか，側面図は良好で
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総じて良好であった（第 図 ）．第 図の左列（ ，
， および ）は 座標値を用いた正面図である
ため，良好な平面精度を反映してか枝の乱れは少なかっ
た．第 図中央列（ ， ， および ）は 座標値
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のフローチャートである．ストリング計測によるエキス
ポートデータの 行はストリング名（読み取り点番号も







度）を最初に入力する（第 図の ， および ）．
エキスポートデータ 行を読み出すたびに，ストリン
グ名の解読（枝齢，枝番号，読み取り点番号など）と座


























する処理を行う（第 図 ）．第 図 および に示し













数 （ ）を設定したうえで， になった
場合，誤計測と見なす（自動検出）．この場合の の数
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